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富士：簡単に自己紹介させていただきます。特許庁の

万博チームの副事務局長をさせていただいておりま

す。本日ですが、『「知財のチカラ」の活かしかた～

万博に向けて～』と題しまして、特許庁が現在企画

している万博イベントの紹介を私の方から簡単にご

紹介をしつつ、日本橋知的財産総合事務所の加島広

基先生と、WIPO 日本事務所の阪﨑裕美参事官とと

もに、知財のチカラについてディスカッションして

いきたいと思います。 

では、私の方から特許庁万博イベントの紹介させ

ていただきます。本日、万博開幕まで 50 日弱となり

ました。皆さん、テーマウィークというのをご存知

でしょうか。万博期間中に１週間ごとに８つの異な

るテーマを設定しまして、期間中は同じテーマを持

つ企画を集めて、来場者が地球規模の課題解決を考

えるきっかけとなるような取り組みとなっておりま

す。私たちの出展は、10 月の最後のところで、「い

のち輝く未来社会のデザイン」で SDGs+Beyond と

いうところで出展をさせていただきます。 

概要の方、簡単にご説明いたしますと、まず 10 月

２日～10 日に、EXPO メッセというところで、主催

特許庁、共催日本弁理士会、出展は特許庁、日本弁

理士会、近畿経済産業局、INPIT で行います。もう

一つはスタジオですが、世界知的所有権機関（WIPO） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などと連携し、社会課題解決に向けた知財活用の促

進などに関する国際フォーラムも開催予定です。オ

ンラインでも配信いたしますので、是非聞いていた

だければと思います。実はチームメンバーで今週下

見に行ってまいりまして、行ったところはメッセと

いう広い会場のところだったのですが、大屋根リン

グができておりました。屋根の外側の方を歩いてメ

ッセに行ったのですが、ワクワクしそうなパビリオ

ンなどが徐々に出来上がっているのを見まして、私

たちも頑張らなきゃいけないなと決意を新たにした

ところでございます。 

では続いて、詳細バージョンというところで、国

際フォーラムは 10 月 4 日になります。先ほども言

いましたように、オンライン配信ありということで、

第１部、第２部、第３部とございます。このような

プログラムとなっておりますので、是非一部分だけ

でもオンライン配信で聞いていただけると幸いです。 

EXPO メッセの展示になりますが、こちらは、イ

ベントタイトルが「明日を変える知財のチカラ～想

いを届ける、世界をよくする～」ということで、特

許権などの知財は、自社の事業を守る、という独占

権のイメージが強いという方が多いかと思いますが、

実は色々なチカラがあり、社会課題解決に役立つこ

とが分かってきた、というところがございます。こ
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のような知財のチカラについて、本日いらっしゃっ

ている加島先生が携われている特許庁 I-OPENプロ

ジェクトの事例や、阪﨑さんが関わっていらっしゃ

る WIPO GREEN の事例を元に、知財に縁遠い来場

者にも楽しんでいただけるように、分かりやすく知

財のチカラというものを万博で発信していきたいと

考えているところです。EXPO メッセでの展示の詳

細になりますが、３つのパートになりまして、１つ

目は知財のチカラを実感しよう、２つ目は特許技術

を体験しよう、3 つ目がステージイベントに参加し

ようというところです。どんなステージイベントか

といいますと、例の方も出しておりますが、まだ決

定しているところだけになりますが、10 月４日に近

畿経済産業局で「知財ビジネスアイデア学生コンテ

スト」というものの本選をさせていただきます。５

日は、INPIT で「多様性がイノベーションを創る！」

というテーマで、未来を拓く理系キャリア探究ワー

クショップを行いたいと思っております。いずれも、

知財に縁遠いような若年層向けのステージイベント

となっております。 

次に、今日のテーマでもある知財のチカラという

ところで、今私たちが一番皆さんにお伝えしたい展

示パネルの例になります。こちらですが、グローバ

ル知財戦略フォーラム 2023 にも登壇されている川

崎和也さんが代表を務める会社の Synflux 株式会社

の事例になります。グローバル知財戦略フォーラム

2023 も来られた方はご存知かもしれませんが、洋服

の材料となるテキスタイルの廃棄を減らして、アパ

レル産業を持続可能な産業としていきたいという思

いがあったそうです。そのため、洋服の設計図を自

動成形するためのデザインシステムを開発し、廃棄

量を劇的に減らすことができたとのことです。一般

的なパターンの取り方で、型紙通りの洋服を作る時

には結構廃棄ができてしまうのですが、この Synflux

さんのパターンでいくと、ほとんど廃棄量が出ず、

廃棄量を劇的に減らすことができました。これを特

許化しているのですが、ここからが川崎さんのすご

いとこだなと思っておりまして、この権利を独占的

に使うことももちろんできたと思うのですが、川崎

さんは他社にライセンスすることで、他の会社さん

にも使ってもらって、テキスタイル廃棄量削減のた

めの仲間を作っていったというところがあります。

Synflux さんだけでこの取り組みを行っていても、洋

服のテキスタイルの廃棄量は削減できるのですが、

この権利をライセンスして使ってくれる人達を増や

すことによって、トータルで見たらすごく廃棄量が

減りました。このように、川崎さんの思いが社会課

題解決をしていったという良い事例だと私たちも思

っていて、こういった事例を万博でも見せていきた

いなと思っています。知財のチカラということで、

どういったチカラがここにはあったのだろうという

ことを、鋭意検討しているところなのですが、この

場合だと、特許権を取得していたことが協業先への

技術提供を円滑に促進することにつながって、アラ

イアンス拡大のためのコミュニケーションツールと

して機能したと私たちは位置付けております。もち

ろん特許を取らずにオープンにして技術使ってもら

うこともできたのかもしれないのですが、特許を取

っていることによって、きちんとした技術だと、先

進的な技術だというところをみんなに認識してもら

うことで、円滑に進められたんじゃないかなと思っ

ています。このような感じで知財のチカラをみなさ

んに示していけたらいいかなと思っています。私か

らの説明は以上になります。 

この後、加島先生に自己紹介と、携わられている

I-OPEN プロジェクトの中で、知財のチカラを示す

良い事例をご紹介いただきたいと思います。 

では加島先生、よろしくお願いいたします。 

 

加島：では改めまして、私 I-OPEN プロジェクト有

識者委員 日本橋知的財産総合事務所の代表弁理士

の加島より、I-OPEN プロジェクトについて 10 分

程度でお話しさせていただければと思います。 

I-OPEN とは、特許庁の方で数年前にデザイン経

営宣言があったと思いますが、その中の一環としま

して、I-OPEN プロジェクトをスタートいたしまし

た。特許庁の中の有志でチームを組み、こちらのプ

ロジェクトを始めまして、初年度の専門家としてメ

ンターと、2024 年度には有識者委員を務めさせてい

ただいております。 
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そもそも I-OPEN とは何か、とよく聞かれるので

すが、I-OPEN というのは、社会課題と知的財産を

掛け合わせ、誰かの助けになりたい、社会をより良

くしていきたいという個人または組織、企業の想い

を支援するプロジェクトでございます。もともと知

的財産といいますと、今までは独占排他権というと

ころで、いかにその知財を自社が使えるようにする、

他社を使わせないようにする、それによってビジネ

スを促進していくというところが従来の知的財産権

と言われていたところですが、この I-OPEN は、そ

の独占排他権というような従来の知財のアプローチ

ではなく、想いを可視化することによって共感を生

んで、競争につなげまして、課題解決を促進すると

いうツールとして使うところでございます。やはり

昨今、世界的にも、企業の利益追潤というより、社

会課題を解決していくことの重大性が高まっている

ところがございますが、まさにこの I-OPEN は、知

財を活用して社会課題を解決していくというものに

なります。 

I-OPEN プロジェクトの中で I-OPENER という、

社会課題を解決したい熱い想いを持った個人または

組織の方がいらっしゃいまして、毎年、I-OPEN プ

ロジェクトに参画していただいているのですが、こ

の I-OPENER の方にとっての知財は、独占というよ

り競争というところで、他の会社、他の組織、他の

個人と結びつくことによって、一緒に社会課題を解

決していきましょうというためのツールとして知財

を活用していくところでございます。 

また、I-OPENER をサポートしていく人たちがお

ります。こちら２種類おりまして、まず、知財の専

門家です。私も初年度は知財の専門家としてサポー

トさせていただきましたが、想いを起点とした知財

の活用の検討というところなどを行っております。

また、I-OPEN の特徴的なところとしまして、この

知財の専門家以外にも、社会課題解決・事業戦略・

ブランドなどの専門家もいらっしゃいます。２人、

あるいは３人以上の専門家がチームとなって I-

OPENER をサポートしています。 

伴走支援プログラムですが、まずその I-OPENER

の想いを整理し、ありたい姿を描きまして、そこか

らアイデアを具現化していきます。そしてアイデア

を実践することによって、これからの価値を考え、

最後、社会価値の共創として、まさに今ある社会課

題を解決するための想いをつないでいくというこの

３つのステップから成り立っています。伴走支援プ

ログラムは、毎年 I-OPEN プロジェクトのほうで手

がけさせていただいております。 

毎年、I-OPEN フォーラムを開いておりますが、

2023年度の I-OPENプロジェクト 2023フォーラム

から１つ事例を紹介させていただきます。こちら I-

OPENER が株式会社ミヤモリの社長でいらっしゃ

います宮森様と、知財の専門家として金子様、デザ

インの専門家として田中様の支援により、ReForme

というプロジェクトを推進しております。ReForme

がどのようなものかといいますと、繊維資源循環と

衣類服飾雑貨の循環というところで、宮森さんが 50

年以上続く衣類の縫製会社で、スポーツグッズなど

の縫製も行っているところですが、その過程におい

て、この縫製現場での裁断片が年間 20 トン生まれ

るとのことでした。これが今まで破棄され、無駄に

使われていたところ、この裁断片を再活用し、繊維

炭にしまして、繊維炭による鉛筆を作りました。ま

さに服から鉛筆を生まれる、ということで、服を作

るときの裁断片から鉛筆を生むというプロジェクト

を 2023 年に行いました。もう一つ、こちらの会社

さんで、リペアという、従来の着なくなった衣類を

再活用するというもので、有名ブランドからのこの

リペアの相談が増えているところ、最終的にはこの

地域を ReForme し、地球温暖化をストップして持

続可能な 100 年企業へ結びつけたい、という熱い想

いを受けまして、I-OPEN プロジェクトで支援させ

ていただいたところでございます。 

ReForme のサーキュラデザインですが、生産、メ

ンテナンス、FIBER CHARCOAL という繊維炭の二

次産物という、３つの柱から成り立っています。生

産はリペアブルシームの設計開発を行います。メン

テナンスは、非常に大事になってくるところですが、

先ほど申し上げましたリペアや、リメイク、リユー

ス、カスタムという様々な技術を使い、その再利用

を図っております。また、先ほど紹介しました服の
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鉛筆というところで、繊維片から繊維炭を生み出し、

そこを鉛筆や服の顔料、エネルギーなどで活用して

いくところでございます。実際、ReForme の実店舗

もオープンしております。三井アウトレットパーク

の北陸に、2024 年にオープンしまして、実店舗の中

では他店舗で購入した衣類品の直しやリペア、また、

持ち込みにも対応しております。こちらの取り組み

は社会的にも注目を浴びまして、Yahoo!ニュースに

掲載されたり、新聞に載ったり、また、ReForme の

店舗掲載もございます。 

ReForme から生み出される知財ですが、先ほど申

し上げた服の鉛筆は、自社出願で商標権を取得して

います。また、繊維炭の FIBER CHARCOAL も出願

済みです。このような形で知財、商標がメインにな

りますが、商標以外にもこの繊維炭の二次製品開発

で特許の申請も計画しているところでございます。

やはり、このような ReForme 再活用というと、知財

にも密接に関わってくるところでございまして、こ

ちらの I-OPENプロジェクトの中でも知財の取得活

用というところも積極的に支援させていただいてお

ります。 

このような形で、この ReForme というプロジェ

クト、アパレル産業の変革を促進し、株式会社ミヤ

モリはこの 58 年の歴史を尊重しながら、持続可能

な 100 年企業を目指すというところで、これからの

時代、社会の持続可能性が非常に問われてくると思

いますが、このあたり、特許庁 I-OPEN プロジェク

トでも推進しているというところです。 

あと２分ほどこの I-OPENプロジェクトの取り組

みをいくつか紹介させていただければと思います。 

I-OPEN の中で、I-OPEN コミュニティがありま

して、このコミュニティは、先ほどの I-OPENER と

専門家、社会課題解決を目指すコミュニティがつな

がり共感し学び合う場でして、招待制のオンライン

コミュニティであったり、I-OPENER と知財専門家

の交流会があったりというところです。また、こち

ら、地方自治体や地方の組織といった外部コミュニ

ティとも連携して、この I-OPEN の想いを広げる活

動を進めております。先ほど紹介しました招待制の

オンラインコミュニティは SLACK で運用していま

す。また、リアルの場として、大手町の MIRAI LAB 

PALETTE というところで、こちらの場所を週に何

日か使えるようにしておりまして、ここで多くの I-

OPENER と専門家の間で勉強会を行ったり、交流会

を行ったりしております。他にも様々な活動交流イ

ベントを行っておりますので、ぜひこの I-OPEN プ

ロジェクトをご注目いただければと思います。こち

ら、先ほどご紹介がありました大阪万博でも、I-

OPEN のいくつかの I-OPENER のプロジェクトを

紹介させていただければと思いますので、大阪万博

に足を運ばれた際には、ぜひこちらの I-OPEN プロ

ジェクトについてもご覧いただければと思います。 

では最後に、I-OPEN プロジェクト、こちらは特

許庁内の部署や職種を超えて公募した「デザイン経

営プロジェクトチーム」により運営されております。

MISSION ということで、「想いを知的財産のエンジ

ン」に、」知は一人ひとりの創造力のために」、そし

て最後に「社会変革のための知的財産」というとこ

ろで、新たな知財のあり方についての取り組みを行

っておりますので、ぜひご支援いただければと思い

ます。ご清聴いただきましてありがとうございまし

た。 

 

富士：ありがとうございます。後ほど、加島先生に知

財のチカラでどんなものがあるかをお聞きしたいと

思います。 

次に、阪﨑さん、関わられている WIPO GREEN

について、良い事例などをご紹介いただければと思

います。よろしくお願いします。 

 

阪﨑：ありがとうございます。WIPO 日本事務所で

参事官をしております阪﨑と申します。WIPO 日本

事務所では、WIPO GREEN のプロモーション担当

をしております。本日は微力ながら WIPO GREEN

の魅力を皆様にお届けしたいと思っております。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

まず、WIPO GREEN のことを存じない方もいら

っしゃるかと思い、こちらを説明させていただきつ

つ、事例を３つご用意しております。 

WIPO GREEN とは、WIPO が運営する環境技術
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の技術移転を促すためのグローバルプラットフォー

ムでございます。環境技術の提供者のシーズと、環

境技術を必要とするニーズを引き合わせる場を提供

しています。こちらの設立には、日本知的財産協会 

JIPA 様が深く関与しています。どの組織の方も無料

で参加が可能です。世界中から集められたシーズ、

ニーズの情報を収録したデータベースをはじめとし

まして、マッチメイキングイベント、アクセラレー

ションプロジェクト、専門家データベースも有して

おります。専門家はニーズとシーズをつなぎ合わせ

る役目を担っていただいています。実際のライセン

スなどの契約の交渉は、WIPO や政府が関与しませ

んので、自由に契約が行えるという取り組みになっ

ております。 

続きまして、データベースを少しご説明いたしま

す。こちらはパテントスコープから抽出した技術も

登録されていますが、13.6 万件以上の環境技術が収

録されています。そのうち、ユーザー様が積極的に

登録なさったのは 5,100 件程度ございます。そして

現在、500 のニーズが登録されておりまして、日々

増えております。さらに、300 人の専門家が登録さ

れています。また、Google Translate で日本語での

閲覧が可能となっております。ただし、検索の時は

英語の名称を用いていただくことになります。また、

ユーザーガイド日本語版もございます。そして、ニ

ーズを積極的に登録された方と、技術シーズを登録

された方は直接コンタクトを取ることが可能です。

パテントスコープからの抽出データにつきましては、

データベース上でのコンタクトはできないことにな

っていますことをご了承ください。今現在、日本の

企業様からの環境技術の登録はこちらのようになっ

ております。 

マッチングを進めるプロジェクトとしまして、

2015 年から行っているのですが、ジャパンファンド

のお力をお借りしまして、2019 年のラテンアメリカ

から一層加速しております。2019 年以降の件数を申

し上げますと、NDA やライセンスなどの契約に至

ったマッチメイキングは 25 件、さらに実装に至っ

たマッチングは９件と、合計 34 件ございまして、増

加しております。2018 年までのマッチングのイベン

トは、現地にてニーズ調査も行っていたのですが、

比較的シーズドリブンでのマッチングイベントでし

た。しかし、2019 年からは、後ほど事例を用いて説

明をいたしますが、例えば、農家へ実際にヒアリン

グを行うニーズドリブンの現地コンサルタントを交

えた促進プロジェクトへと変化しております。そし

て、マッチング件数や実装件数も多くなっています。

2024 年からはインドでもアクセラレーションプロ

ジェクトが始まっていますし、今後地域が拡大され

ると予想しております。 

世界から 157のパートナー様が参加しておられま

す。WIPO GREEN パートナー様というそういう取

り組みもございまして、日本の WIPO GREEN パー

トナーは 52 機関、団体様で世界一となっておりま

す。特許庁をはじめとする政府機関、企業様、知財

関係の団体様、大学様、研究所様、特許事務所様も

いらっしゃいます。 

それでは事例に入らせていただきます。こちらは

オープンイノベーションにおける WIPO GREENの

活用事例になっています。東洋大学の学生さん達と

資生堂様とのライセンス契約が締結されたオープン

イノベーションの事例になります。この学生プロジ

ェクトでは、大学の講義で得た学びや経験をもとに、

環境について考える活動を行っていたそうです。身

近な物事から始めてみることを思いついて、毎日使

用している化粧品に着目し、環境問題へのアプロー

チをプラスして新しい価値を与えることを考えて探

索されたそうです。資生堂様の WIPO GREEN に登

録されている、低エネルギーの乳化製造方法にたど

り着いたとのことです。地元の株式会社シーエスラ

ボ様の OEM 製造のご協力もありまして、企画開発

が加速しました。パッケージも環境に優しい素材を

使っているそうです。大学周辺の地域である群馬県

館林市の名産物ボイセンベリーという植物の実があ

るのですが、その抽出エキスをこの化粧品に配合す

ることで、地域活性にも貢献した製品となりました。 

２つ目の事例です。日本とインドの間の国境を越

えた提携の事例を紹介させていただきます。WIPO 

GREEN パートナー様の１機関でございます、株式

会社 JBEC 様は、バイオマスから水素を生成する技
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術を有しています。モディ政権が水素に力を入れて

おりまして、インド工業連盟とジェトロニューデリ

ーが共催で 2023 年に開催した WIPO GREEN のイ

ベントがございます。これは、当時インド企業に

WIPO GREEN の存在を認識させて、WIPO GREEN

への登録を促す目的で開催されたものです。このイ

ベントを通じて、インド企業と NDA などの契約に

至るマッチメイキングが実現いたしました。 

３つ目は、チリと米国、チリとドイツの事例にな

ります。チリのチェリー農園は、気候変動による異

常気象や水不足の影響を受けて、経済的環境的な課

題に直面しておりました。日本国特許庁から拠出し

ている FIT/日本知的財産グローバルファンドが資

金提供をして、チリのチリ産業財産庁と共同で実施

した、WIPO GREEN のラテンアメリカアクセラレ

ーションプロジェクトの１つとして、民間コンサル

ティング会社である IALE Tecnologia の現地コンサ

ルタントチームが、農家や果物輸出企業と、米国の

Tesla の子会社である Tesla Energy 様を結びつけま

した。提案されたソリューション自体は、電動潅漑

ポンプを太陽光発電ポンプに置き換えるという、効

果的ですが実はシンプルなものでした。この成功の

裏には、民間コンサルティング会社が、チリ産業財

産庁と WIPO GREEN との共同で、チリの国立農業

基金に資金提供を申請し、かつ、Tesla Energy に直

接リースモデルの活用を提案しました。それにより

持続可能な資金調達メカニズムを構築したことが、

成功の裏にあります。 

もう一方で、チリ南部のオルソノで、WIPO 

GREEN は風に抵抗性のある農業用被覆システムを

専門とするドイツ企業の VOEN 様のパートナーシ

ップを促進しました。VOEN 様はチリの拠点がござ

いまして、それを活用して気候関連の障害から果物

の品質を守るためにキャノピー技術、覆いの技術を

作って販売しました。この技術によって、果樹の輸

出に重点を置いた果樹農業の振興が可能となりまし

た。 

まとめです。行動することが、組織の、そして地

球の未来を変えると考えております。WIPO 

GREEN のポイントは、先ほどの内容を再掲したも

のになります。例えばアクセラレーションプロジェ

クトの対象シーズとなるためには、まずは WIPO 

GREEN に技術を登録することが必要となります。

パートナー様のメリットは、WIPO GREEN のパー

トナーであることのロゴを使用できます。また、昨

今のグリーンテクノロジーに対する基金を得るため

の PR にご利用いただくことで、資金調達の機会が

得られる可能性がございます。そして、こちらの右

下の写真は、2023 年６月に、日本のパートナー様向

けの第１回ネットワーキングイベントを開催した時

の写真なのですが、パートナー様同士でコミュニケ

ーションを図る機会を提供させていただきました。

今年度、第２回ネットワーキングイベントを来月の

３月に予定しております。WIPO GREEN を利用し

て、環境についての社会課題に対する想いを形にし

てみませんか。ご清聴ありがとうございました。 

 

富士：阪﨑さん、ありがとうございます。 

では、本日のテーマでもある「知財のチカラ」を

ディスカッションしていきたいと思います。どちら

も素晴らしい事例を挙げていただきましたけれども、

まず加島先生、株式会社ミヤモリさんの事例を通し

て、知財のチカラをズバリ言うと、どんなものにな

りますか。 

 

加島：そうですね、知財のチカラ、私個人的には接着

剤みたいなものと考えております。特に、今回の I-

OPEN プロジェクトを通じまして、個人と個人のつ

ながり、あるいは個人と組織のつながり、組織と組

織、企業と企業のつながり、様々なつながりがある

と思いますが、やはり個人が何を持っているか、IP

であったりと、企業の持つ IP 同士を結びつける、こ

れがまさにオープンイノベーションにつながると思

いまして、その為にもこの知財というものが接着剤

として有機的に活用することによって、様々な化学

反応を起こして、最終的な社会課題解決につながる

というところを考えております。 

 

富士：ありがとうございます。では阪﨑さん、いかが

でしょうか。 
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阪﨑：ありがとうございます。私は一言で、技術と持

続可能な未来をつなぐ手段であると考えています。

WIPO GREEN は世界中の知的資産の宝庫でござい

ます。日本の環境技術が知財化されて事業継続性の

信頼を獲得して、そして途上国のニーズと出会って、

お互いの連携につながり、地球規模の環境課題の解

決に導かれると考えております。 

 

富士：はい、ありがとうございます。どちらも、相手

と相手は違うのですが、つながるとか接着剤とか、

そのようなところで知財のチカラがすごく役立って

くるんだと強く感じました。 

さて、今日私たちがパネルディスカッションする

ということで、特別ゲストが来てくれております。

ミャクミャク様、どうぞ。 

ミャクミャク様、皆さんご存知でしょうか？大阪

関西万博のキャラクターです。赤いところが細胞で

青いところが清い水というミャクミャク様なのです

が、実は色々な形に変えることができて、今は人間

の形を真似してきてくれております。では、ミャク

ミャク様が今ディスカッションを聞いていて、何か

質問があるということですので、質問をお受けした

いと思います。 

 

ミャクミャク：特許庁主催の万博イベントで、展示や

ステージ以外に何かお勧めはありますか？ 

 

富士：ありがとうございます。先ほどステージイベン

トということで、コンテストやワークショップをご

紹介させていただきましたが、ひとつ今予定してい

るのは、ピクシーダストテクノロジーズ株式会社さ

んの SOUND HUG という、丸い球体デバイスで、

音の高さや大きさによって色が変わったり、振動が

変わったりというデバイスがあるのですが、聴覚が

不自由な方でも音楽を楽しめるというものになりま

す。このモノを使って、感じる音楽会のようなもの

を万博でもやってみたいと思っておりますので、ぜ

ひミャクミャク様もいらっしゃっていただければと

思います。 

ではミャクミャク様、最後に一言、みなさんに向

けてメッセージなどいかがでしょう。 

 

ミャクミャク：前売券を発売中なので、ぜひ買ってく

ださい！ 

 

富士：ありがとうございます。ぜひご検討いただけれ

ばと思います。 

では、お二人もありがとうございました。 
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